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 形状記憶合金 (SMA)編地アクチュエータの収縮力発生メカニズムを明らかにすることを目的に，作製し

た平編み組織の SMA編地を伸長し加熱することで，元寸法へ回復可能な一軸伸びを定量的に決定した。そ

のうえで， SMA編地を伸長し両端を固定した状態で加熱することにより，収縮力の温度依存性についても

定量的に評価した。これらの結果から，ウェール方向において加熱時の最大張力が伸張時の張力よりも増

大することが判明した。さらに，スパン糸やフィラメント糸の編地の引張特性に用いられる理論計算式が，

SMA糸の平編地にも適用できることを確認し，この理論計算とKES(風合い評価 )システムによって測定さ

れた曲げ剛性を用いて， SMA編地アクチュエータの収縮力が SMA糸の収縮だけでなく曲げ剛性が増加する

ことにも影響されることを明らかにした。  
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